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小腸 MALT リンパ腫．第 70 回日本血液学会総会．2008, 10, 10-12, 京都．

43)  小川浩平，細川 歩，三原 弘，安藤孝将，杉山敏郎，月岡雄治，林 智彦，堀川直樹，小林隆司，野手雅幸，澤

崎邦廣，齋藤奈津子，西田泰之，平井信行，寺田光宏：フッ化ピリミジン系薬剤とプラチナ系薬剤に抵抗性の進行・

再発胃癌に対する CPT-11/mitomycin C(CM)療法の検討．第 46 回日本癌治療学会総会．2008, 11, 1, 名古屋．

44)  倉石俊，高道昭一，森田猛，嶋岡建志，宮島哲也，山東奈津子，小林千里：富山大学病院における内視鏡部門担当

臨床工学技士の役割．第 9 回中部臨床工学技士会学術大会．2008, 11, 8, 富山．

45)  中本美郁，峯村正実，時光善温，河合健吾，工藤 浩，田尻和人，中山康弘，安村 敏，高原照美，杉山敏郎：高

齢者 C 型慢性肝炎における抗ウイルス療法の治療成績とその問題点．第 19 回日本老年医学会北陸地方会．2008, 11, 
15, 富山．

46)  西野主眞，安村 敏，道野淳子，中出祥代，佐竹伊津子，宮林千鶴子，島 京子，米沢和美，北島 勲：北陸での

緊急輸血の現状 北陸 3 県における緊急輸血に係わるアンケート調査結果より．第 26 回日本輸血・細胞治療学会北

陸地方会．2008, 11, 15, 富山．

47)  村上 純，宮園卓宜，米澤和美，佐竹伊津子，中出祥代，道野淳子，西野主眞，宮林千鶴子，島 京子，安村 敏，

北島 勲：頻回に HLA 適合血小板輸血を要した骨髄異形成症候群の 1 例．第 26 回日本輸血・細胞治療学会北陸地

方会．2008, 11, 15, 富山．

48)  島 京子，宮林千鶴子，安村 敏，佐竹伊津子，中出祥代，道野淳子，西野主眞，米沢和美，北島 勲：ハイリス

ク妊産婦の貯血式自己血輸血の現状と課題．第 26 回日本輸血・細胞治療学会北陸地方会．2008, 11, 15, 富山．

49)  中田直克，時光善温，峯村正実，中本美郁，河合健吾，工藤 浩，田尻和人，中山康弘，安村 敏，高原照美，福

岡順也，常山幸一，杉山敏郎：高齢男性に急性発症した自己免疫性肝炎の１例．第 107 回日本消化器病学会北陸支

部例会．2008, 11, 16, 金沢．

50)  中嶋隆彦*，澤崎拓郎，藤浪 斗，梶浦新也，西川 潤，宮嵜孝子，細川 歩，工藤俊彦，杉山敏郎：Helicobacter pylori 
除菌治療が有効であった成人鉄欠乏性貧血の１例．第 107 回日本消化器病学会北陸支部例会．2008, 11, 16, 金沢．

51)  工藤 浩*，河合健吾，矢田 豊，田尻和人，杉山敏郎，高原照美：ALD/NASH と肝類洞壁細胞”NASH の肝細胞

アポトーシスにおける ROS と TNF-a の関与．第 22 回肝類洞壁細胞研究会．2008, 11, 29-30, 久留米．



52)  Ando T.*, Yoshida T., Asada K., Enomoto S., Sugiyama T. and Ushijima T.: Involvement of microRNA silencing in the 
formation of field defect．第 31 回日本分子生物学会年会．2008, 12, 9-12, 神戸．

◆ その他

1)  杉山敏郎：H.pylori 臨床・研究の最前線．東三河医師会講演．2008, 1, 31, 豊橋．

2)  杉山敏郎：ここが知りたいピロリ菌‐実地診療の Q&A‐．熊本市医師会講演．2007, 2, 15, 熊本．

3)  杉山敏郎：H.pylori 臨床・研究の最前線．川越市医師会講演．2007, 2, 16, 川越．

4)  杉山敏郎：高齢者の検査値の見方.後期高齢者を総合的にみる医師研修講演．日本老年医学会北陸支部・老年病専門

医研修会．2008, 3, 15, 金沢．

5)  杉山敏郎：高齢者の薬物療法．後期高齢者を総合的にみる医師研修講演．日本老年医学会北陸支部・老年病専門医

研修会．2008, 3, 22, 金沢．

6)  杉山敏郎：高齢者疾患の診断．後期高齢者を総合的にみる医師研修会．日本老年医学会北陸支部・老年病専門医研

修会．2008, 3, 29, 金沢．

7)  杉山敏郎：胃潰瘍診療ガイドラインとその展望．新潟消化器疾患研究会．2008, 3, 1, 新潟．（特別講演）

8)  杉山敏郎：上手な H.pylori 除菌法のエビデンス．高岡市内科医会．2008, 3, 4, 高岡．（特別講演）

9)  杉山敏郎：ここが知りたいピロリ菌‐実地診療の Q&A‐．氷見市医師会．2008, 3, 12, 氷見．（特別講演）

10)  杉山敏郎：：ここが知りたいピロリ菌‐実地診療の Q&A‐．会津若松市医師会講演．2008, 5, 30, 会津若松．

11)  杉山敏郎：GIST：診断・治療 update．北関東 GIST 研究会・特別講演．2008, 6, 東京．

12)  杉山敏郎：H.pylori 臨床・研究の最前線．福島市医師会講演．2008, 7, 16, 福島．

13)  杉山敏郎：がんの最新医療を学ぼう．とやま科学技術週間イベント講演．2008, 8, 富山．

14)  杉山敏郎：ピロリ菌と胃がん．かみいち総合病院特別研修会講演．2008, 9, 25, 中新川郡．

15)  杉山敏郎：胃炎の考え方はどう変わったか？．臨床と病理の接点を考える会．2008, 10, 17, 盛岡．（特別講演）

16)  杉山敏郎：H.pylori 臨床・研究の最前線．Mucosta シンポジウム．2008, 10, 18, 軽井沢．（特別講演）

17)  杉山敏郎：ここが知りたいピロリ菌‐実地診療の Q&A‐．南空知医師会講演．2008, 10, 23, 岩見沢．

18)  杉山敏郎：GIST：診断・治療 update．函館市医師会講演．2008, 10, 24, 函館．

19)  杉山敏郎：H.pylori 感染と胃がん．胃と腸東部会．2008, 11, 7, 三島．（特別講演）

20)  杉山敏郎：アスピリン・NSAIDｓ消化管病変の病態・治療・予防．アスピリン・NSAIDｓをめぐる課題～ベンｒフ

ィットとリスク～．2008, 11, 14, 富山．（特別講演）

21)  杉山敏郎：ピロリ菌と胃がん．社会保険高岡病院内研究発表会における記念講演．2008, 11, 15, 高岡．（特別講演）

22)  村上 純，米澤和美，宮園卓宜，杉山敏郎，西田 悠，浅井正嗣，野本一博，林 伸一,福岡順也，石澤 伸，高野

康雄：H. pylori 胃炎を伴ったオトガイ部の marginal zone B cell lymphoma．北陸 lymphoma conference（第 42 回北陸リ

ンパ増殖性疾患検討会）．2008, 2, 金沢．

23)  宮嵜孝子，青木藍子，折原正周，山田一樹，鈴木庸弘，岸 遂忠，工藤俊彦，杉山敏郎：インフリキシマブ維持投

与中に穿孔をきたした小腸型クローン病の一例． IBD club Jr．2008, 6, 28, 東京．

24)  河合健吾，高原照美，工藤 浩，薛 峰，金山雅美，杉山敏郎：障害肝における骨髄細胞の動員に対する宿主側 MMP-9
の重要性．第７回日本再生医療学会総会．2008, 3, 13-14, 名古屋．（教育講演）

25)  嶋 香菜子，宮園卓宜，米澤和美，村上 純，石澤 伸，杉山敏郎：Ｍ蛋白血症と形質細胞の増加を伴った Intravascular 
large B-cell lymphoma．北陸 lymphoma conference（第 42 回北陸リンパ増殖性疾患検討会）．2008, 2, 金沢．
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